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平
成
25
年
度
葛
巻
町
成
人
式
典
は

８
月
15
日
、
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ
リ
ー

ン
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
平
成
４
年
度
生
ま
れ
の
83
人
の

う
ち
59
人
が
出
席
し
、
成
人
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

千
葉
洋
一
教
育
委
員
長
が
「
持
ち

前
の
活
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
活
躍
を
切
に
願
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
触
沢
周
平
さ

ん
（
田
野
）
が
、
千
葉
教
育
委
員
長

か
ら
成
人
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

鈴
木
重
男
町
長
と
中
崎
和
久
町
議
会

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
桂
川
耕
太
郎

さ
ん
（
田
の
沢
）
が
「
ミ
ル
ク
と
ワ

村澤  拓美
（山岸）

村田  健斗
（山岸）

八幡  裕也
（田子）

山崎  瑞季
（田代）

山下  華奈
（浦子内）

山本  貴昭
（辰鼻）

前野  聖美
（泉田）

廻立　晃
（田の沢）

水谷  尚美
（小屋瀬）

御堂地  麻衣
（中村）

村上  芽衣
（山岸）

村澤  秀一
（茶屋場）

深澤  優輝
（新町）

府金  明宏
（新町）

冬澤  佳寿未
（寺田）

冬村  知佳
（小田）

触沢　梢
（田野）

触沢  周平
（田野）

羽柴  香理
（垂柳・旧姓：久保）

畠山　駿
（中村）

服部  南平
（田代）

馬場  裕志
（五日市）

林下  美砂子
（前里）

東山崎  卓人
（元町）

丹内  春喜
（小田）

千葉  慎也
（田子）

土谷  一郎
（元木）

梨子下  紳慈
（新町）

楢木  裕朗
（茶屋場）

西舘  真都香
（吉ヶ沢）

外山  拓海
（元木）

髙舘  未央
（泉田）

髙橋　央
（橋場）

竹川  麻弥
（田野）

橘　優雅
（江刈馬渕）

田野  萌佳
（浦子内）

四垂  悠貴
（橋場）

品末  愛加
（遠矢場）

渋田  莉帆
（江刈馬渕）

下屋敷  一樹
（四日市）

鈴木  大志
（小屋瀬）

澤　勇摩
（中村）

近藤  和哉
（城内小路）

坂本  修人
（元町）

澤口  一真
（江刈馬渕）

髙家　渉
（江刈川）

木戸口  美幸
（新町）

栗村  亜由美
（栗山）

神小路  千尋
（星野）

川原  智子
（城内小路）

大欠  広平
（吉ヶ沢）

大下  博志
（茶屋場）

桂川  耕太郎
（田の沢）

阿部  翔子
（田代）

打野  里奈
（西里）

漆真下　緑
（新町）

漆真下  陽一
（橋場）

遠藤  成一
（田子）

大石  奎嗣
（小屋瀬）

イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま

ち
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
躍
進
中

の
こ
の
町
を
誇
り
に
、
町
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と

新
成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
高
生
時
代
を
振
り

返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
父
母
か
ら

の
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、

会
場
は
笑
顔
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
内
に
在
住

す
る
新
成
人
で
企
画
し
た
交
流
会
が

開
か
れ
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
と
の
再

会
に
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

成
人

おめ とでう
誓いの言葉を述べる桂川耕太郎さん成人証を受け取る触沢周平さん

新成人の顔ぶれ
　式典に出席した
新成人59人全員を
紹介します。
《あいうえお順・

敬称略》


